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論文の内容の要旨 
  
永野叙子氏の学位論文は、成年後見制度における市民後見人の役割について、実証的な調査研究による
後見活動の分析を通じて明らかにし、市民後見人の受任を活性化するための体制の整備と市民後見人に
対する継続的支援について考察することを目的とした。その要旨は以下の通りである。 
第１章で、著者は成年後見制度の理念と内容について文献を通して、第三者後見人の選任動向, 成年
後見制度における課題への対応などの現状を整理した。その上で、著者は市民後見人の育成の経緯、市民
後見人の定義とその役割について考察している。第２章で、著者は第１章の知見をもとに、本研究の意義
と目的を示し、研究構成について説明している。第３章では、著者は市民後見人８名（担当の被後見人 13
事例）に対して面接調査を行い、その社会的役割について検討した。そこでは、市民後見人の就任によっ
て被後見人の「周囲との関係性が改善」「気持ちの安定」「不適切な対応の改善」がみられ、後見活動上の
困難は「医療同意」「家族同様の対応を求められる」「支援関係者の間で後見人が孤立する」「登録組織に
よって支援体制に差がある」などの知見を明らかにした。これらの知見から、著者は市民後見人の社会的
役割として、①被後見人に対して個人として価値の重視した後見活動を行うこと、②最善の利益を被後見
人ともにその実現に向けて支援すること、③成年後見制度がより良い制度となるように社会に提言する
ことの３点を指摘した。第４章で、著者は、３章で扱った事例のうち施設入所が検討された３事例に関し
て、居所の選択、終末期の介護・医療契約など法律行為で求められる二項対立型の選択の事例を取り上
げ、意思疎通が困難な被後見人の最善の利益をめぐって分析した。この 3事例について、英国の意思能力
法（2005 年）の行動指針に基づき、在宅生活の継続か施設入所の選択において、被後見人の最善の利益
を導き出す過程について考察している。その結果、最善の利益を導き出す過程においては、①被後見人に
直接会う、②支援関係者と協議する、③被後見人の今ある能力に着目する、④被後見人の力が発揮できる
よう環境を整えるといった観点で後見人の活動を整理した。 
第５章では、著者は 142名の市民後見人に対して質問紙調査を実施し、113名から回答を得てデータを
分析した。その結果、市民後見人受任ケースは、「選任基準」に沿った選任がなされており、大半が市町
村長申立、低資産、施設入所であることが示された。さらに、困難化が予想される在宅ケースや親族申立
ケースが選任されていることから、「選任基準」が柔軟に運用されていることを示した。後見事務の実施
状況では,「ケア会議に参加する」の実施率は高くないのに対し、後見事務報告に関する書類作成は職務
であることから高い実施率であることが示された。第６章では、著者は、第５章の調査データを分析し、
 市民後見人、専門職後見人に共通してみられた後見事務上の困難は「医療同意」「意見調整」「身元保証人」
「財産の引き渡し」「葬儀等の手配」であることを明らかにした。これに対して、独自養成実績のある組
織に登録している市民後見人は「家族同様のかかわり」「保証人を求められる」「家族, 親族との意見調
整」「緊急時対応」について困難でないとの回答が有意に多かった。この理由として、著者は、独自養成
実績のある組織では、成年後見制度全般について実践蓄積が豊富であり、市民後見支援体制の整備が図ら
れていることを指摘している。第７章では、著者は終末期における市民後見人が果たした役割を２事例に
焦点をあて明らかにした。分析結果から、①被後見人の人生に基づいてその人を理解する、②後見人は意
思疎通の困難な被後見人を非言語的な情報を含めて理解しようと努める、③親族対応として近況報告や
医療同意の協力を通じて、親族には生前に会うことを勧める、④死後対応として被後見人の希望するよう
に生前にその準備を進める、⑤家族, 親族に医療同意の協力を求めるといった役割を明らかにした。第８
章では、著者は、市民後見人受任実績が豊富な成年後見実施機関に注目し、地域の権利擁護体制と市民後
見人育成・支援事業との関係性を検討することを通じて、市民後見人受任促進ための条件と市民後見人へ
の継続的支援について検討した。その結果、受任促進の条件は、市町村長申立実施体制が整備されている
こと、「市民後見人選任基準」が柔軟に運用されていることを著者は示した。 
 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 永野叙子氏の学位論文は、これまで明らかにされてこなかった市民後見人の社会的役割を実証的な調
査をもとに明らかにしている点で評価できる。さらに、市民後見人の受任促進のための条件についても考
察をしており、市民後見人の支援・監督をする実施機関の職員育成や職員のためのバックアップ体制の重
要性を指摘した点も評価できる。特に、バックアップ体制では、市民後見人の選任に際して、①「市民後
見人基準」の柔軟な運用による選任、②緊急時対応の後見監督体制の整備の重要性について調査結果をも
とに提言している点も、今後の成年後見制度における市民後見人の展開において重要な指摘である。 
平成 31 年 1 月 10 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（生涯発達科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
